
＜事業の内容＞ ＜事業イメージ＞

１．野生動物を対象とした家畜疾病対策の人材の育成・確保
① 野生動物の生息域における防疫体制の向上を図るため、地域の狩猟者や森林作業者
等の山林関係者と家畜衛生関係者との連携体制を構築する取組（机上演習等）を支
援します。

② 交差汚染防止技術や野生動物の死体の適切な処理（埋置、焼却、発酵消毒）等の
実地演習の実施により、野生動物を対象とした防疫対策に資する人材の育成・確保を図
る取組を支援します。

③ 上記①②を広域的に実施（複数県を参集）する取組を支援します。

２．アフリカ豚熱の侵入防止のための消毒ポイント等の設置及び周知活動
キャンプ場・登山道等に消毒ポイントや食品廃棄物を管理できる収納器具・機材を設

置する取組を支援するとともに、アフリカ豚熱の侵入防止を促すため、立て看板等を用い
た周知活動を支援します。

〇 アフリカ豚熱防疫体制整備事業

＜対策のポイント＞
近隣諸国においてアフリカ豚熱の発生が続いており、我が国への侵入リスクがこれまでになく高まっています。野生動物へのアフリカ豚熱の侵入は、畜産業のみな

らず、ジビエ等の地域産業に甚大な影響をもたらすため、野生動物を対象としたアフリカ豚熱等の家畜疾病対策の実施に必要な人材の育成・確保、アフリカ豚
熱の侵入防止のための消毒ポイント等の設置や周知活動等により、アフリカ豚熱の発生予防・まん延防止に向けた体制を整備します。

＜事業目標＞
家畜の伝染性疾病に係る発生予防・まん延防止措置が適切に実施されていないために疾病をまん延させてしまった事例の件数を０件とすること

【令和７年度予算概算決定額 10（10）百万円】

［お問い合わせ先］消費・安全局動物衛生課（03-3502-8292）

＜事業の流れ＞

国 都道府県等
補助（１／２以内）

（１、２の事業）

実地演習

１の事業
 狩猟者や森林作業者等との連携を図るための組織の構築。
 各地域で適切な死体の処理が行えるよう実地演習を実施。

組織構築

２の事業
 キャンプ場・登山道等に消毒ポイント等の設置。
 アフリカ豚熱の侵入防止を促すため立て看板等を用いた周知活動。
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